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学校・学部紹介

【
記
事
出
所
元
】

著
作
名
：兵
庫
県
教
育
史

引
用
頁
：七
八
七
～
七
八
八
頁

発
行
年
：昭
和
38
年
11
月
1
日

発
行
者
：兵
庫
県
教
育
委
員
会

＝
新
制
大
学
の
誕
生
＝

戦
後
の
教
育
改
革
は
大
学

制
度
に
も
大
き
な
変
化
を
も

た
ら
し
た
。
昭
和
二
一
年
来

日
し
た
ア
メ
リ
カ
教
育
使
節

団
は
、
日
本
の
大
学
に
、
民

主
主
義
自
由
主
義
の
拠
点
と

し
て
大
き
な
期
待
を
か
け
、

そ
の
充
実
と
増
設
を
勧
告
し

て
い
た
。

戦
後
生
ま
れ
た
新
制
大
学

は
、
旧
制
大
学
が
「
国
家
ニ

須
要
ナ
ル
学
術
ノ
理
論
及
応

用
ヲ
教
授
シ
並
其
ノ
蘊
奥
ヲ

攻
究
ス
ル
ヲ
以
テ
目
的
」
と

し
て
い
た
の
に
対
し
、
一
般

的
教
養
を
重
視
し
た
点
に
特

色
が
あ
っ
た
。
官
史
養
成
機

関
の
観
が
あ
っ
た
旧
帝
国
大

学
に
対
し
て
、
高
度
の
市
民

的
教
養
を
強
調
し
た
こ
と
は
、

大
学
の
大
き
な
性
格
転
換
と

い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

新
制
大
学
を
四
年
制
と
し

て
昭
和
二
四
年
度
か
ら
発
足

さ
せ
る
こ
と
は
、
二
一
年

一
二
月
の
教
育
刷
新
委
員
会

で
す
で
に
決
定
し
て
い
た
の

で
あ
る
が
、
特
別
の
運
動
が

あ
っ
て
、
昭
和
二
三
年
に
全

国
で
一
二
の
新
制
大
学
が
発

足
し
た
。
そ
の
な
か
に
兵
庫

県
関
係
と
し
て
私
立
関
西
学

院
大
学
・
私
立
神
戸
女
学
院

大
学
・
県
立
神
戸
商
科
大
学

の
三
大
学
が
ふ
く
ま
れ
て
い

た
。

そ
の
他
一
般
新
制
大
学
の

発
足
は
昭
和
二
四
年
度
か
ら

で
、
県
下
に
お
い
て
は
、
国

立
神
戸
大
学
・
県
立
姫
路
工

業
大
学
・
県
立
農
科
大
学
・

神
戸
市
立
外
国
語
大
学
・
私

立
神
戸
女
子
薬
科
大
学
・
私

立
武
庫
川
女
子
大
学
等
が
開

設
さ
れ
た
。
ま
た
昭
和
二
六

年
に
は
私
立
甲
南
大
学
、
翌

二
七
年
に
は
国
立
神
戸
商
船

大
学
が
設
立
さ
れ
た
。

平成２９年度理事体制と事業計画が決まる
災害や犯罪など多難な社会において、「安全・安心」な社会づくりに貢献できる

リーダーを育てる専門コースが2017年4月よりスタートします。このコースでは、
企業の危機対応や食品流通管理の責任者、消防職員・警察官などを目指す学生が実践的
なスキルを身につけることができ、兵庫県広域防災センターをはじめとした県内の危機
管理等専門機関とのネットワークや恵まれた立地を存分に活かしたカリキュラム構成が
特長です。危機管理の一般的な知識だけでなく、防災機関や協力企業との共同研究や
インターンシップも充実しています。
「安全・安心」に関するマニュアルは多く作成されていますが、それを実際に活用し、
現実の課題に沿って改訂する
ための知識や経験が必要です。
まわりの協力を得ながらも、
必要なときには勇気をもって
決断する人間力も必要です。
阪神・淡路大震災の被災地
にある大学だからこそ、
の教育がここにあります。

大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
ひ
ょ
う
ご
神

戸
の
第
４
回
理
事
会
が
平
成
29
年
２

月
24
日
（
金
）
に
開
催
さ
れ
平
成
29

年
度
の
理
事
体
制
と
事
業
計
画
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
29
年
度
の
新
理
事
長
に
は

甲
南
大
学
の
長
坂
悦
敬
学
長
が
就
任

す
る
こ
と
に
な
り
副
理
事
長
に
は
神

戸
大
学
の
武
田
廣
学
長
、
関
西
学
院

大
学
の
村
田
治
学
長
の
２
名
が
就
任

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
併
せ
て
参

与
に
は
兵
庫
県
知
事
の
井
戸
敏
三
氏

と
神
戸
市
長
の
久
元
喜
造
氏
に
就
任

頂
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

同
時
に
平
成
29
年
度
の
事
業
計
画

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
社
団
法

人
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
ひ
ょ
う
ご
神

戸
の
定
款
第
７
章
第
40
条
の
「
こ
の

法
人
の
事
業
計
画
書
及
び
収
支
予
算

書
に
つ
い
て
は
、
毎
事
業
年
度
の
開
始

の
日
の
前
日
ま
で
に
、
理
事
長
が
作

成
し
、
理
事
会
の
承
認
を
受
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
変
更
す
る
場

合
も
同
様
と
す
る
。
」
に
基
づ
く
も
の

で
す
。

４
事
業
員
会
の
事
業
計
画
は
い
ず

れ
も
平
成
28
年
度
の
実
績
を
継
承
・

発
展
さ
せ
る
と
共
に
国
際
交
流
委
員

会
の
「
兵
庫
県
英
語
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
・コ
ン
テ
ス
ト
」
、
研
修
交
流
委
員

会
の
「
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
ひ
ょ
う
ご

神
戸
・
人
材
バ
ン
ク
」
な
ど
の
新
し
い
試

み
に
も
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ま

い
り
ま
す
。

新
理
事
長
に
甲
南
大
学

長
坂
悦
敬
学
長
が
就
任

【
目
的
】

「
国
際
都
市
神
戸
」
を
有
す
る
兵
庫
県

の
大
学
・
短
期
大
学
・
短
期
大
学
部
・

高
等
専
門
学
校
が
加
盟
す
る
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
と
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育

成
を
目
指
し
た
事
業
を
展
開
す
る
。

【
実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

①
留
学
生
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
ひ
ょ
う
ご
留
学
生

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）

②
模
擬
国
連
演
習

（J
U

E
M

U
N

）

③
学
生
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
研
修
旅
行

（
保
育
教
育
分
野
）

④
医
療
系
プ
ロ
グ
ラ
ム

フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
型
学
生
海
外
派
遣
プ
ロ
グ
ラ

ム
（
医
療
検
査
コ
ー
ス
・
看
護
コ
ー

ス
）

⑤C
C

C
G

lo
b

a
l

C
a

re
e

r

S
e

m
in

a
r

in
J
a

p
a

n
O

ffe
re

d
b

y

C
ro

s
s
-C

u
ltu

ra
l

C
o

lle
g
e

（
平
成
23
年
度

文
部
科
学
省

「
大
学
の
世
界
展
開
力
強
化
事
業
」

採
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

⑥
兵
庫
県
英
語
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

・
コ
ン
テ
ス
ト

⑦
県
内
企
業
海
外
事
業
展
開
に
係
る

留
学
生
活
用
事
業

国
際
交
流
委
員
会

学
生
交
流
委
員
会

学
の
学
生
に
対
し
て
、
他
大
学
の
学
生

と
の
交
流
、
自
治
体
・
企
業
な
ど
地
域

社
会
と
の
交
流
、
被
災
地
と
の
交
流
、

社
会
人
と
の
交
流
等
の
場
を
提
供
す
る

こ
と
に
よ
り
、
参
加
し
た
学
生
に
様
々

な
交
流
を
促
し
、
こ
の
経
験
が
大
学
４

年
間
の
学
生
生
活
の
充
実
に
資
す
る

よ
う
、
各
種
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
の

充
実
を
図
り
、
実
施
す
る
。

【
実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

①
学
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

（
キ
ッ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
）

②
神
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会
・

ひ
ょ
う
ご
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
プ
ラ
ザ

共
催
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業

（
東
日
本
大
震
災
・
熊
本
大
震
災

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
）

③
日
本
財
団
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
協
働

防
災
・
災
害
復
興

支
援
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
活
動

研
修
交
流
委
員
会

【
目
的
】

大
学
単
独
で
は
提
供
し
に
く
い
多
様

な
課
題
に
つ
い
て
、
教
職
員
の
資
質
を

向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
研
修

の
機
会
を
継
続
的
か
つ
多
元
的
に
提
供

す
る
。
県
下
の
大
学
等
高
等
教
育
機
関
、

民
間
企
業
関
係
者
に
研
修
交
流
の
機
会

を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
相
互
の
立

場
で
具
体
的
な
施
策
に
結
び
つ
く
議
論

が
行
わ
れ
る
、
闊
達
な
意
見
交
換
の
場

を
創
出
す
る
。

【
実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

①
加
盟
校
が
実
施
す
る
Ｆ
Ｄ
・
Ｓ
Ｄ
セ

ミ
ナ
ー
の
公
開

②
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
加
盟
校
教
職
員
を

対
象
と
し
た
大
学
教
育
等
に
関
す
る

説
明
会
等
の
開
催

③
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
ひ
ょ
う
ご

神
戸
・
人
材
バ
ン
ク

【
目
的
】

学
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
、
神
戸
市

社
会
福
祉
協
議
会
・
ひ
ょ
う
ご
ボ
ラ
ン

タ
リ
ー
プ
ラ
ザ
共
催
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
事
業
、
日
本
財
団
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
協
働

防
災
・
災
害
復
興

支
援
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
事
業
の

３
つ
の
事
業
に
よ
り
、
コ
ン
ソ
加
盟
大

教
育
連
携
委
員
会

【
目
的
】

県
下
大
学
の
教
育
事
業
に
つ
い
て
の

相
互
連
携
や
高
大
連
携
の
推
進
、
教
育

資
源
活
用
に
関
す
る
相
乗
効
果
を
図
る
。

教
育
活
動
を
通
じ
て
、
多
様
な
学
生
の

交
流
を
促
進
し
、
学
習
動
機
と
学
習
経

験
の
強
化
、
教
育
効
果
の
向
上
を
目
指

す
。
学
生
が
所
属
大
学
の
垣
根
を
越
え

た
学
び
に
対
し
、
単
位
認
定
の
道
を
開

く
こ
と
で
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
事
業
へ

の
参
画
の
動
機
づ
け
や
、
地
域
貢
献
活

動
の
実
現
も
期
待
す
る
。

【
実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

①
単
位
互
換
事
業

（
単
位
互
換
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

②
高
大
連
携
事
業

（
ひ
ょ
う
ご
高
校
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
）

③
就
職
支
援
事
業

（
大
学
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
と
連
携

し
た
県
内
大
学
生
の
地
元
就
職
支

援
）

今
回
のV

ol.

4
で
大
学

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
ひ
ょ
う

ご
神
戸
の
活
動
の
１
年

間
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
振
り

返
り
ま
す
と
留
学
生
を

対
象
と
し
た
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
を
始
め
、
就
職

支
援
活
動
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
、
更
に
は
昨

年
の
10
月
か
ら
始
ま
っ
た
日
本

学
生
支
援
機
構
と
の
連
携
に
よ

る
活
動
と
数
多
く
の
イ
ベ
ン
ト

を
実
行
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
来

る
平
成
29
年
度
も
積
極
的
な

事
業
推
進
を
通
じ
て
加
盟
校
、

関
係
先
、
地
域
の
全
て
の
方
の

お
役
に
立
て
る
よ
う
行
動
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

発
行
責
任
者
：阿
久
根

昌
夫



４月・５月・６月のイベント紹介

１月・２月・３月のＮＥＷＳ

月/日 イベント名 場 所 .

【修了パーティー】

♡♡♡ 就職活動支援イベントを続々と開催 ♡♡

大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ム
ひ
ょ
う
ご

神
戸
で
は
こ
の
３
月
よ
り
始

ま
っ
た
就
職
活
動
を
側
面
か
ら

支
援
す
る
た
め
、
多
彩
な
支
援

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た

♢♢♢ 国際交流拠点推進事業（Ｇ－Ｎａｖｉ）をキックオフ ♢♢♢

■
教
職
員
向
け
セ
ミ
ナ
ー

「
留
学
生
が
つ
な
ぐ
大
学
・
留
学
交
流
」

◇
平
成
29
年
１
月
13
日
（
金
）

◇
兵
庫
国
際
交
流
会
館

12
大
学
の
教
職
員
と
行
政
・
団
体
９
組
織

か
ら
45
名
が
「
留
学
生
が
つ
な
ぐ
大
学
・
地
域

―

留
学
交
流
」
を
テ
ー
マ
に
集
い
ま
し
た
。
第

一
部
は
神
戸
大
学
名
誉
教
授

水
野
マ
リ
子

氏
が
「
地
域
連
携
の
可
能
性
か
ら
見
た
留
学

生―

大
学
に
お
け
る
日
本
語
教
育
を
中
心

に
」と
題
し
て
講
演
。
第
二
部
は
、
神
戸
学
院

大
学
、
兵
庫
県
立
大
学
、
甲
南
大
学
に
よ
る

留
学
生
支
援
や
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
事
例
が
発
表
さ
れ
、
参
加
者
が

顔
合
わ
せ
し
て
自
己
紹
介
等
を
行
い
ま
し
た
。

■
キ
ャ
リ
ア
１
０
０
人
会
議

◇
平
成
29
年
１
月
７
日
（土
）

◇
兵
庫
国
際
交
流
会
館

留
学
生
５
名
を
含
む
14
名
の
学

生
と
４
企
業
の
人
事
関
係
者
９
名
の

参
加
を
得
て
開
催
し
ま
し
た
。
①
参

加
企
業
紹
介

②
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

③
パ
ネ
ル
ト
ー
ク
の
３
部
構
成
で
行

い
ま
し
た
。
特
に
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で

は
架
空
の
学
生
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト

を
使
い
「
企
業
が
採
用
す
る
と
す

れ
ば
ど
の
学
生
か
」
を
議
題
に
討
議

が
行
わ
れ
、
資
料
を
よ
く
読
み
込
み
、

企
業
の
採
用
基
準
を
し
っ
か
り
ヒ
ヤ

リ
ン
グ
す
る
こ
と
で
具
体
的
な
人
物

像
を
描
く
こ
と
が
出
来
て
い
ま
し
た
。

■
留
学
生
の
Ｏ
Ｂ
・Ｏ
Ｇ
と
の

「
車
座
懇
談
会
」

◇
平
成
29
年
１
月
８
日
（日
）

◇
兵
庫
国
際
交
流
会
館

８
大
学
14
名
の
留
学
生
が
留
学

生
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
を
囲
み
日
本
の
会

社
に
就
職
し
た
感
想
、
就
活
時
の
苦

労
話
等
を
話
題
に
「
車
座
懇
談
会
」

を
行
い
ま
し
た
。

☆☆☆ ボランティア活動報告 ☆☆☆ ■
兵
庫
県
優
良
企
業
訪
問

播
磨
方
面
バ
ス
ツ
ア
ー

◇
平
成
29
年
２
月
14
日
（火
）

◇
訪
問
企
業

・㈱
ユ
タ
ッ
ク
ス
（西
脇
市
）

・神
戸
鈑
金
工
業
㈱
（高
砂
市
）

・日
本
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
㈱

（高
砂
市
）

６
大
学
10
名
の
学
生
と
４
大
学
４
名
の

教
職
員
が
参
加
し
て
バ
ス
ツ
ア
ー
を
行
い
ま

し
た
。
訪
問
し
た
３
企
業
共
に
代
表
者
よ

り
企
業
の
理
念
、
目
指
す
将
来
の
姿
等
に

つ
い
て
話
を
聞
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
同

時
に
若
手
社
員
を
囲
ん
だ
懇
談
会
も
あ
り
、

参
加
し
た
学
生
、
教
職
員
共
訪
問
す
る
こ

と
で
し
か
知
り
え
な
い
会
社
の
社
風
、
雰

囲
気
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

■
合
同
模
擬

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

◇
平
成
29
年
２
月
18
日
（
土
）

◇
兵
庫
国
際
交
流
会
館

13
大
学
よ
り
70
名
が
参
加
し
て
合
同
模

擬
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し

た
。
近
年
、
企
業
は
採
用
に
当
た
り
、
従
来

の
筆
記
試
験
、
集
団
面
談
、
個
人
面
談
に

加
え
、
対
人
能
力
を
把
握
す
る
た
め
、
グ

ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
取
り
入
れ
て
き

て
い
ま
す
。
こ
の
新
し
い
採
用
方
法
に
備
え

る
為
、
模
擬
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

実
施
し
ま
し
た
。

企
業
よ
り
10
社
16
名
、
大
学
よ
り
12
校

12
名
の
協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
採
用
者
は

何
を
見
た
い
か
？
」と
「
親
が
資
産
家
で
お

金
に
は
不
自
由
し
な
い
な
ら
、
大
学
は
出

て
も
働
か
な
い
と
い
う
結
論
は
あ
り
か
、
な

し
か
？
」
の
テ
ー
マ
で
熱
心
に
討
論
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

■
神
戸
就
活
交
流
会

◇
平
成
29
年
２
月
25
日
（土
）

◇
神
戸
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

10
大
学
56
名
の
学
生
、
23
社
25
名
の
企

業
の
方
、
４
校
４
名
の
大
学
教
職
員
な
ど

総
勢
88
名
が
一
堂
に
会
し
就
活
交
流
会

を
行
い
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
じ

て
学
生
は
企
業
の
方
か
ら
の
「
も
っ
と
大
き

な
声
で
話
さ
な
い
と
を
面
接
官
に
届
か
な

い
」
或
い
は
「
会
社
が
何
を
期
待
し
て
い
る

の
か
ま
で
考
え
て
討
論
し
よ
う
」
な
ど
厳
し

い
意
見
の
中
か
ら
今
後
の
活
動
に
役
立
つ

ア
ド
バ
イ
ス
を
数
多
く
得
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

そ
の
後
開
か
れ
た
交
流
会
で
は
、
キ
ャ
リ

ア
を
積
ま
れ
た
企
業
の
方
と
意
見
交
換
す

る
こ
と
で
就
職
に
よ
り
前
向
き
に
取
組
ん

で
い
こ
う
と
す
る
姿
が
見
受
け
ら
れ
ま
し

た
。

1月 7日（土） キャリア１００人会議（学生） 兵庫国際交流会館

1月 8日（日） 留学生のＯＢ・ＯＧを囲む「車座懇談会」 兵庫国際交流会館

1月13日（金） 教職員向けセミナー・情報交換会 兵庫国際交流会館

1月27日（土） キックオフシンポジウム①「留学交流を通じた多文化共生」兵庫国際交流会館

2月14日（火） 兵庫県優良企業訪問 播磨方面バスツアー（教職員、学生）西脇市、高砂市

2月18日（土） 合同模擬グループディスカッション・情報交換会 兵庫国際交流会館

2月25日（土） 神戸就活交流会（学生） 神戸市産業振興センター

2月25日（土） キックオフシンポジウム②「多文化共生と防災・減災」 兵庫国際交流会館

3月13日（月） 留学生と日本人学生が共に学ぶ防災ワークショップ 兵庫国際交流会館

3月25日（土） 兵庫県中小企業家同友会加盟企業による合同企業説明会 神戸サンボーホール

月/日 イベント名 場 所 .

5月30日（火） 一般社団法人大学コンソーシアムひょうご神戸 兵庫国際交流会館

定時総会

6月10日（土） ひょうご留学生インターンシップ 兵庫国際交流会館

・推薦学生ガイダンス（説明会）

6月15日（木） ・事前面談 兵庫国際交流会館（予定）

～17日（土）

6月17日（土） ・日本語能力試験Ｎ１集中講座 兵庫国際交流会館（予定）
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全
国
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
経
験
の

あ
る
学
生
、
22
大
学
45
名
が
平
成

29
年
2
月
15
日
か
ら
17
日
に
神
戸

に
集
ま
り
、
3
日
間
に
わ
た
り
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
阪
神

淡
路
大
震
災
か
ら
22
年
経
つ
神
戸

で
の
知
見
を
関
係
者
と
の
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
よ
り
深
く
学
び
、

今
後
の
東
北
、
熊
本
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
繋
げ
る
機
会
を
提
供

で
き
た
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
参
加

者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
へ

の
参
加
に
つ
い
て
、
大
変
満
足
、

満
足
が
97
％
を
占
め
る
な
ど
、
参
加

学
生
か
ら
満
足
度
の
高
い
評
価
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

最
終
日
に
は
、
「
こ
の
3
日
間
の

活
動
を
今
後
東
北
・熊
本
の
復
興
に

ど
の
よ
う
に
つ
な
げ
る
か
」と
い
う
課

題
に
、
東
北
や
熊
本
、
首
都
圏
、
関

西
圏
な
ど
各
地
域
に
分
か
れ
て
話
し

合
い
、
活
発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

東
北
・熊
本
の
復
興
に
つ
な
げ
る

と
と
も
に
、
今
後
起
こ
り
う
る
被
災

地
への
支
援
活
動

の
在
り
方
に
つ
い

て
も
考
え
る
こ
と

が
で
き
、
全
国
の

学
生
が
つ
な
が
る

き
っ
か
け
づ
く
り

が
で
き
た
フ
ォ
ー

ラ
ム
と
な
り
ま
し

た
。

■
キ
ッ
ク
オ
フ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
①

「
留
学
交
流
を
通
じ
た
多
文
化
共
生
」

◇
平
成
29
年
１
月
27
日
（
金
）

◇
兵
庫
国
際
交
流
会
館

国
立
国
語
研
究
所
准
教
授
の
野
山
広
氏
が

「
多
様
性
を
意
識
し
た
地
域
日
本
語
教
育
の

展
開
と
留
学
生
の
存
在
の
重
要
性
」
に
つ
い
て

基
調
講
演
。
人
口
減
少
と
外
国
人
定
住
者
の

増
大
、
留
学
生
政
策
の
展
開
を
背
景
に
、
異

な
る
言
語
や
文
化
、
価
値
観
を
持
っ
た
人
々

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
課
題
、
地
域
の
役
割

に
つ
い
て
言
及
。
個
別
講
演
は
「
外
国
人
児

童
支
援
」(

神
戸
大
学
国
際
教
育
総
合
セ
ン

タ
ー)

、
「
多
文
化
理
解
」
（
北
海
道
大
学

国
際
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー)

、
「
地
域
外
国

人
支
援
」
（A

B
IC

)

が
事
例
を
紹
介
し
ま
し
た
。

■
キ
ッ
ク
オ
フ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
②

「
多
化
共
生
か
ら
始
ま
る
防
災
・減
災
・

復
興-

阪
神
・淡
路
大
震
災
の
教
訓
と
熊

本
地
震-

」

■
留
学
生
と
日
本
人
学
生
が
と
も
に

学
ぶ
防
災
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

◇
平
成
29
年
３
月
13
日
（月
）

◇
兵
庫
国
際
交
流
会
館

兵
庫
県
立
大
学D

N
G

L

（災
害
看
護
グ
ロ
ー

バ
ル
リ
ー
ダ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
）の
大
学
院
生
5

人
が
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
。
留
学
生
と
日

本
人
学
生
15
名
が
会
場
周
辺
を
巡
り
、
消
火

栓
、
避
難
場
所
等
を
発
見
・記
録
す
る
ま
ち

歩
き
に
挑
戦
。
そ
の
後
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で

も
意
見
交
換
、
学
び
合
い
ま
し
た
。
次
年
度
も

企
画
し
て
い
る
の
で
、
お
楽
し
み
に
！

◇
平
成
29
年
2
月
25
日
（土
）

◇
兵
庫
国
際
交
流
会
館

日
本
学
生
支
援
機
構
理
事
長
の
遠
藤
勝

裕
氏
の
基
調
講
演
で
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震

災
の
発
災
当
時
、
遠
藤
氏
が
日
本
銀
行
神
戸

支
店
長
と
し
て
対
応
し
た
大
災
害
時
の
危
機

管
理
と
今
に
生
き
る
教
訓
を
語
り
継
ぎ
ま

し
た
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
長
田

区
を
拠
点
に
被
災
地
支
援
に
取
り
組
む
、
ま

ち
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
代
表
理
事
の
宮
定
章

氏
、
熊
本
地
震
で
被
災
し
た
熊
本
大
学

「K
E
E
P

」
の
留
学
生
2
名
と
熊
本
市
国
際

交
流
振
興
事
業
団
次
長
の
勝
谷
知
美
氏
、

遠
藤
氏
の
5
名
が
留
学
生
へ
の
災
害
支
援
と

日
常
の
備
え
、
ま
ち
の
復
興
に
つ
い
て
意
見
を

交
換
し
ま
し
た
。
１
２
９
名
が
参
加
。

車座懇談会


